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伊那市高遠町における商業機能の変容と花見観光の関係性

吉沢　直・薄井　晴・郭　慶玄�
矢ケ﨑太洋・呉羽正昭

本研究は，桜の名所である伊那市高遠町の「ご城下通り商店街」を対象に，商業機能の変容と花見
を中心とした観光との関係性を明らかにした．高遠町は，伊那市の観光政策において重要な観光資源
を多く有する．しかし，その主要な観光イベントである「さくら祭り」の入場者数は2000年ごろから
減少し，各年の開花状況の影響を受ける不安定な観光資源となった．ご城下通り商店街は，地方商店
街の全国的な動向と同様に衰退傾向にある．また，半数以上の店舗の主要顧客圏は高遠町内であり，
観光客の来店はほとんどみられない．かつては，さくら祭り期間中に各店舗による高遠城址公園への
出店が積極的に行われたが，環境保護，店舗経営上の理由から出店数は大幅に減少した．さらに，商
店街の各店舗での観光消費も減少傾向にある．つまり，花見観光と商店街の関係性は希薄化する傾向
にあり，今後，どのようにご城下通り商店街で収益構造を作り，高遠町に利益を生み出すかが課題と
なっている．
キーワード：商店街活性化，観光商店街，さくら祭り，伊那市高遠町ご城下通り

Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　研究の背景
日本の地方都市において，商店街は古くから重
要な中心機能を担ってきた．しかし，モータリゼー
ションの進展や大手資本による全国的な店舗網の
形成などにより，その衰退が顕著である．加えて，
地方都市では少子高齢化が進み，商店街での消費
の低下につながった．商店街における店舗の廃業
には，経営者の高齢化や後継者の不在が背景にあ
る．このような商店街の衰退による都市の空洞化
が現代日本の課題である．
こうした苦境を打開するため，全国各地で商店
街の活性化が模索され，その主要な手段の一つと
して地域資源を活かした観光振興が挙げられる．
例えば，東京都青梅商店街では，商店街の経済的
な活性化策として実施された「青梅宿アートフェ
スティバル」が，新たな昭和レトロな街という地
域イメージを創出し，その後のまちづくりに影

響を与えた（設樂・菊地，2008）．また，茨城県
大洗町の大洗町商店街では，大洗町を舞台とした
アニメを利用した観光振興を行い，新たな観光客
に地域おこしの主体という「役割」をもたせるこ
とでリピート率を上げ，持続的なアニメの聖地と
して街を発展させた（小原，2018）．その他にも，
観光を利用した商店街の活性化として，沖縄県那
覇市国際通り（小川，2007），大分県豊後高田商
店街と豆田商店街（関谷，2013）などが挙げられる．
これらの事例は，地方都市における商店街の顧
客を地元住民から観光客を主体とした交流人口へ
移行拡大したことを意味する．また，商店街で観
光振興を積極的に行うことによって，「〇〇のま
ち」といったイメージの確立に寄与した．
全国の地方商店街が衰退傾向にある中で，商店
街と観光の関わりの重要性は増加し，その動向に
関しては多分野の学問領域で研究がなされてい
る．しかし，そうした研究は上記のような商店街
が観光によって活性化した事例についての分析が
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中心で，もともと地域に根ざした観光資源を有し
古くより観光業との関わりを持つ事例の検討はみ
られない．この検討を通じ，商店街と観光との関
係にみられる地域的な特徴に新たな視点をもたら
すことが期待されると考えられる．
本研究は，伊那市高遠町のご城下通り商店街の
商業機能の変容とさくら祭りを中心とした観光と
の関係性を明らかにすることを目的とする．
研究対象とするのは，桜の名所として知名度
の高い長野県伊那市高遠町の「ご城下通り商店
街」である．商店街の西部に位置する高遠城址
公園には「天下第一の桜」と評される1200本のコ
ヒガンザクラ群があり，高遠町では花見観光を基
調とした観光まちづくりが行われてきた（高遠
町，1997）．しかし，近年は商店街の衰退ととも
に，花見観光による観光客入り込み数も減少して
いる．こうした状況下，観光と商店街の関わりも
変容している可能性がある．
上記の研究目的を達成するに当たり，地域の観
光の実態と商店街の変容の関係性に着目する．ま
ずⅡ章で高遠町の観光の特性について，統計資料
の分析や観光関連施設への聞き取り調査から検討
する．Ⅲ章では，ご城下通り商店街における商業
機能の変容について，土地利用図の分析と各商店
への聞き取りで得られた情報から検討する．次い
で，Ⅳ章で観光と商店街の関係性について検討し，
それらの結果を考察する．

Ⅰ−２ 研究対象地域
伊那市高遠町は長野県南部の上伊那に位置する
旧市町村で，東西約11km，南北約19km，面積は
139.36km2でその85％は森林が占める（第１図）．
交通は，中央自動車道伊那IC，諏訪ICより首都
圏へ約３時間，中京圏へは約２時間の距離にあ
る．2006年の市町村合併で伊那市と長谷村と合併
し，伊那市の一部となった．伊那市高遠町の人口
は2018年５月現在5,701人で世帯数は2,294である．
高遠町の人口は1980年以降減少傾向にあり，同時
に高齢化が進行し，2015年には65歳以上の人口が
40％を超えた（第２図）．

高遠町は，約700年の歴史を持つ高遠城の城下
町として栄えた．城主は，諏訪氏，高遠氏，武田氏，
織田氏を経て，徳川時代となってからは保科氏，
鳥居氏と移り変わった．1691年に内藤氏が領主と
なり，1872年に高遠城が廃城されるまで約180年
の長期にわたって高遠藩を統治した．その後も太
平洋戦争直前までは，上伊那地方の政治，経済，
文化，交通の中心地として繁栄した．特に城下町
であった性格のため，文化・学問の地として有名
であり，藩校であった進徳館からは明治時代を支
えた多くの人材を多く生み出した．1875年には，
西高遠町・東高遠町として長野県下で最も早く町
制が施行され，1889年に両町が合併して高遠町と
なった．また，1906年までに長藤村，三義村，藤
沢村，河南村を編入合併し，現在の伊那市高遠町
の領域となった．
しかし，明治時代以降，高遠町の西に位置する
旧伊那市が上伊那郡の中心地としての地位を徐々
に向上させ，特に天竜川沿いの伊那谷における鉄
道や高速道路などの交通網が敷設されると高遠町
の中心性は低下した．その後，2006年３月31日に
高遠町は長谷村とともに伊那市に吸収合併され
た．
国道361号線（以下，ご城下通り）沿いの「ご
城下通り商店街」は，高遠城址公園の西部に位置
し城下町として栄えた（第１図）．先述のとおり，
高遠城址公園には「天下第一の桜」と評されるコ
ヒガンザクラ群があり，春になると毎年多くの観
光客が訪問する．ご城下通り商店街の各店舗は，
観光客による消費増加の恩恵を受けることや，さ
くら祭りでの出店販売を行ってきたために観光と
の関わりが強い．
中心性の低下がみられる当地域において，その
活性化のためにさまざまな取り組みがなされた．
過去約30年間の大きな変化として，「都市計画街
路事業」と「バイパスの開通」の２つを挙げるこ
とができる．
都市計画街路事業は，①ご城下通りの拡幅，②
各商店の外壁の城下町風への変更の２点に整理さ
れる．平成当初前後の高遠町では，生活圏の拡大
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第１図　研究対象地域（2018）
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や自動車保有率の増加が顕著となった．しかし，
ご城下通りの区画は城下町時代のままであり，道
幅は自動車が対面通交するには狭く，危険性も高
かった．自動車交通量のさらなる増加が予想され
たため，道幅を拡げた上で両側に歩道を設置する
ことになった．商店街の多くの建物はその後退を
迫られ，ご城下通りに面する建物のほとんどは建
て替えられた．なお，この街路事業はご城下通り
に面する高砂町，本町，仲町，霜町，横町で実施
された．
街路事業の実施に伴い，各建物の外壁は城下町
風に統制されることになった（写真１）．街路事

業の計画書である「うるおいと誇りある郷土高遠
のまちなみ〜街路事業基本計画〜」によると，街
路事業の内容は７項目にわたる．（第１表）
もう一つの大きな変化は高遠バイパスの開通で
ある．高遠バイパスは県道209号の総称であり，
2010年に全面開通となった．このバイパス開通に
より，ご城下通り商店街の迂回が可能となった．
地域住民にとっては外部へ行く新たな経路が確保
されるとともに，バイパス沿いに新たな商業集積
も認められる．これによりさくら祭り開催時の観
光客による渋滞も解消傾向にあるという．第２図　高遠町における人口構成の推移

� （国勢調査より作成）

写真１　ご城下通り商店街の町並み
� （2018年５月　吉沢撮影）

第１表　街路事業の詳細

� （高遠総合支所提供資料「うるおいと誇りある郷土高遠のまちなみ〜街路事業基本計画〜」より作成）
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Ⅱ　地域観光の変容

Ⅱ－１　伊那市の観光推進と高遠町
伊那市には高遠町のさくら祭り以外にも観光資
源が存在する．ここでは，伊那市の観光資源，行
政の観光への取り組みを分析し，伊那市全体にお
ける高遠町の観光の位置づけを検討する．

伊那市の観光資源は歴史，体験，温泉，花，山
岳，食に分類されている．そのうち食以外を地域
的にみると，観光資源は主に旧伊那市エリア，羽
広エリア，高遠エリア，長谷エリアの４つの地域
に集中することがわかる（第３図）．
旧伊那市では，中心市街地に宿場町の歴史を残
した旧井澤家住宅，アジサイが有名な深妙寺，伊

第３図　伊那市における観光資源の分布（2018）
� （行政資料および現地調査より作成）
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那食品工業本社の周辺に開発された「かんてん
ぱぱガーデン」などがある．その西部の山域で
は，中央道伊那スキーリゾートや小黒川渓谷キャ
ンプ場がある．羽広エリアでは，羽広丁石を有す
る仲仙寺，農業体験や温泉を中心としたみはらし
ファームがある．高遠町では，桜の名所である高
遠城址公園，江島囲み屋敷を含む高遠歴史博物館，
高遠温泉，多数の神社仏閣などといった城下町の
歴史を反映した観光資源がある．長谷村では，道
の駅南アルプスむら長谷，熱田神宮，江戸期にお
ける物資輸送の要であった秋葉街道などがある．
これらに加えて，南アルプスの東駒ケ岳（甲斐駒ヶ
岳），塩見岳，入笠山などの山岳も登山者を惹き
つけている．高遠町には歴史や花に関する観光資
源の数が他エリアに比べて最も多いことが特徴で
ある．
伊那市における観光イベントを示した第２表に
よると，観光イベントの多くは春季と秋季にあり，
旧伊那市や高遠町で開催されることが多い．これ
らのイベントは神社仏閣の祭礼，スポーツ大会，
花の祭り，そばの祭りに分類でき，地元の祭礼を
除いたイベントである花の祭りとそばの祭りは誘
客の中心であることがわかる．
伊那市の観光は主に伊那市観光課，伊那市観光
協会，上伊那広域DMO，その他の民間企業や住
民によって推進され，その観光資源やイベントに
よって関係する組織が異なる．行政は，施設の管
理といった観光インフラの整備，観光資源のPR
活動，関係組織の調整などを主な業務とする．伊
那市は，花山食，教育旅行，インバウンドツーリ
ズムの推進に力を入れている．花山食では，高遠
城址公園のさくら祭りを含めた花の祭り，南アル
プス，高遠そばやソースかつ丼などの伝統食をア
ピールしている．教育旅行は民宿での修学旅行を
指し，学校へのPRを行う．伊那市観光協会によ
ると，高遠エリアは歴史や花に関する観光資源が
多く，伊那市の観光政策において重要な地位にあ
る．
次に，伊那市へ来訪する観光客の動きをみてみ
よう．2012年以降の観光地利用者数はおよそ160

万人から180万人の規模で安定している（第４図）．
2016年では，伊那スキーリゾートを含めた伊那西
部高原が約34％を占め最も多かった．みはらし
ファームを含む羽広エリアとさくら祭りが開催さ
れる高遠城址公園はそれぞれ約18％を占めた．つ
まり，これらの３つの地域が重要な観光目的地で
あるといえる．

Ⅱ－２　高遠町における観光とさくら祭り
ここでは高遠町の観光資源を整理しつつ，特に
重要な観光資源である高遠城址公園のさくら祭り
について検討する．
高遠町の観光資源の立地を示した第５図による
と，城下町の立地を反映した神社仏閣や歴史文化

第２表　伊那市における主な観光イベント

� （伊那市（2018）より作成）
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に関する観光資源が多いことがわかる．伊那市高
遠総合支所では，現在，ご城下通り商店街内での
観光収入の創出のために神社仏閣や歴史文化を活

用した観光ルートの設置を模索している．その新
たなルートとして，民家中村家（2018年５月現在
整備中）から高遠なつかし館までのルートはご城
下通り商店街を通ることから有力であるという．
高遠エリアでは寺社仏閣や歴史文化に関する観光
資源だけでなく，サクラが有名な高遠城址公園，
バラの有名な高遠しんわの丘ローズガーデン（写
真２），ボタンの有名な遠照寺が存在し，花が咲
く時期に開催されるイベントでは多くの観光客が
来訪する．
高遠エリアにおける主な観光イベントを示した
第３表によると，花に関する祭り以外にも鉾持神
社のだるま市，燈籠祭りが一定の集客を期待でき
る観光イベントであった．かつてご城下商店街で
開催されていた絵島祭りは，市町村合併後に開催
時期が近かった伊那祭りに統合され，祭りの中心

第４図　伊那市における観光地への来訪者数の推移
� （伊那市（2018）より作成）

第５図　高遠地区における観光資源の立地
注）高遠地区には図の範囲外に遠照寺がある．
� （伊那市高遠町総合支所提供資料より作成）
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が旧伊那市エリアへ移動した．これらの観光イベ
ントの開催時期をみると，春季は花の祭り，秋季
は歴史文化に関する観光イベントとに分かれてい
た．伊那市高遠総合支所によると，これらの観光
資源と観光イベントにおいて，だるま市，さくら
祭り，バラ祭り，もみじ祭りなどが観光客を集め
るイベントであり，それ以外の多くのイベントは
高遠エリアの住民向けの性格が強い．特に，さく
ら祭りは最も規模が大きく，観光客の来訪が見込
める観光資源であった．
高遠エリアの中心的な祭りであるさくら祭りに
ついて詳しくみてみよう．高遠城址公園のサクラ
は，高遠藩時代から有名であった「サクラの馬

場」と呼ばれるコヒガンザクラの並木が1872年に
伐採され，1875年にそれらの苗を高遠城址公園に
移植されたのが始まりである（高遠町誌編纂委員
会，1983）．高遠城址公園には1200本のコヒガン
ザクラが植えられ，４月中旬には赤みを帯びた花
が咲き乱れ，その様子は「天下第一の桜」と呼称
されている（高遠町誌編纂委員会，1979）．高遠
城址公園のサクラは高遠町の住民に愛されるとと
もに，サクラが満開の時期に開催されるさくら祭
りには，その評判から多くの観光客が来訪してき
た（写真３）．高遠城址公園のコヒガンザクラは
1960年に長野県の天然記念物に，同時に高遠町の
シンボルの花にも制定され，桜守によって保護さ
れてきた．その一方で，高遠城址公園のサクラは
高齢化しており，その保護と保全を目的として観
光客から入場料を徴収する有料化が1983年に行わ
れた．
高遠城址公園におけるさくら祭りの来場者の推
移を示した第６図によると，有料化を開始した
1983年以降で，最も来場者数が多かったのは1996
年で40万人を記録した．その後は，堅調に推移す
るものの徐々に来場者数は減少した．特に，統計
の対象期間が変更された2013年以降は有料化開始
時と同程度まで減少した．さくら祭りの入場料に
よる収入は主に高齢化するサクラの保護費，高遠
城址公園の清掃費，ゴミ処理費に当てられる．サ
クラの開花は年によって異なるため，満開時期と

第３表　高遠地区における主な観光イベント

� （伊那市高遠町総合支所への聞き取りより作成）

写真２　高遠しんわの丘ローズガーデンにおける
バラ祭り直前の風景

� （2018年５月　矢ケ﨑撮影）

写真３　高遠城址公園におけるさくら祭りの風景
� （伊那市高遠町総合支所提供資料）
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休日の重複や散る時期によってさくら祭りの来場
者数が変化する．伊那市役所高遠総合支所による
と，さくら祭りの来場者は主に関東圏と中京圏か
らの来訪が多く，その内３〜４割が60〜70代の観
光客である．
さくら祭りは高遠商店街にとって売り上げ増加
をもたらす重要な販売機会であったため，さくら
祭りの開催期間中は高遠城址公園の内外で土産屋
や露店が設けられた（写真４）．高遠城址公園内
における販売は，1993年ごろまでは小屋や長屋形
式でなされ，50店舗ほど存在した．しかし，その

後のサクラの保護を目的とした規制によって露店
形式へと変更され，新規参入は認められなくなっ
た．その結果，店舗数は年々減少し，2018年現在
では，さくら祭りの開催期間中に18店舗が営業し，
その内７店舗は伊那市商工会が管理する．場所代
は伊那市の条例で定められており，月額６万円で
ある．これらの露店の運営者は高遠町の住民だけ
でなく，旧伊那市の業者も含まれる．
高遠城址公園のさくら祭りへの来訪手段は，以
前はツアーなどの団体バスが多かったが，現在は
自家用車による個人旅行が多い傾向がある．高遠
城址公園の近隣に駐車場が整備されたこともあ
り，商店街を通らずに来訪する観光客も多い．結
果的に，以前のように観光客が高遠商店街を散策
することも少なくなったという傾向が，伊那市高
遠総合支所への聞き取りで把握された．
以上から，高遠城址公園のサクラはさくら祭り
を媒介として集客力のある観光資源であるが，入
場数からみると，近年は衰退傾向がみられる．サ
クラ樹木の高齢化やその年によって開花状況や集
客規模が異なるため，不安定な観光資源として性
格づけられるといえる．

第６図　高遠城址公園におけるさくら祭りの来場者の推移
注１）さくら祭り開催の有料期間のみの来場者数を示す．1983年の有料化時は入園料200円，2018

年現在は500円である．
注２）2012年以前の有料期間は行政および関係団体の協議によって設定され，おおよそ４月上旬か

らゴールデンウィークまでであった．2013年以降は有料期間を４月中とした．
� （伊那市高遠町総合支所提供資料より作成）

写真４　さくら祭り期間中の出店の様子
� （伊那市高遠町総合支所より提供）
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Ⅲ　ご城下通り商店街の商業特性

Ⅲ－１　土地利用とその変化
本章では，商店街の商業特性とその変化を明ら
かにする．まず，2018年の現地調査に基づいて土
地利用の特性を分析する．また，入手できた住宅
詳細図をもとに1990年以降の土地利用の変容を明
らかにする．

１）2018年の土地利用
第７図は，2018年５月時点での研究対象地域の
土地利用を示す．商業特性の地域的な差異を明瞭
にするために，研究対象地域の内部をご城下通り
に面す「中部」，面していない領域をそれぞれ「北
部」「南部」に分けて分析し，土地利用の用途別
に区画数を集計した（第４表）．
ご城下通り商店街の中核をなす中部は，霜町・
仲町・本町・高砂町の範囲に該当し，都市計画街
路事業による建物の改築や修景が最も盛んに実施
された地区である．この地区内の区画のほとんど
は間口が狭く奥行きの長い特徴を備えており，城
下町を由来とする高遠町の歴史を反映する．区画
を用途別に集計すると，店舗・事業所兼住宅が39
区画と最も多く，20区画の住宅，17区画の店舗・

事業所，12区画の駐車場が続く．
北部は袋町・新町・横町に概ね相当する地区で
あり，都市計画街路事業に伴う修景は横町のみで
確認される．138区画のうち半数に近い64区画が
住宅として利用され，駐車場の21区画，空き家・
空き店舗の15区画，店舗・事業所兼住宅の12区画
が続く．伊那市高遠町総合支所や高遠商工会館と
いった公共施設もみられ，第７図の範囲外の北に
は高遠町文化センター，鉾持神社，満光寺，建福
寺が立地する．
南部は稲持町・梅町・島畑町・桜町が概ね相当
し，修景はほとんどみられない．北部同様に住宅
が卓越しており，店舗・事業所兼住宅が６区画，
店舗・事業所が３区画に過ぎず，商業機能はきわ
めて小さい．また，空地・工事中が32区画，空き
家・空き店舗が12区画存在しており，対象地域で
人口減少や商業の衰退が最も顕著に現れた地区で
あり，急峻な地形と狭小な道路がその一因である
と考えられる．
研究対象地域において，現在の商業機能は，都
市計画街路事業が最も盛んに実施されたご城下通
り沿いに集中する．店舗・事業所兼住宅および住
宅の合計値を集計すると，北部が76区画，中部が
59区画，南部が62区画となり，居住機能は３地区
にほぼ均等に分布することが分かる．ただし，空
地・工事中および空き家・空き店舗の区画数は，
立地や自動車利用時における利便性の面で比較的
不利な南部に偏っていた．

２）1990年以降の土地利用変化
第５表は，1990年の研究対象地域における土地
利用の区画数を用途別に集計したものである１）．
第４表と第５表とを比較すると，店舗・事業所お
よび店舗・事業所兼住宅の合計値である商店数が
最も大きく変化した．すなわち，1990年の159軒
から2018年の82軒へと，30年足らずのうちにほぼ
半減した．1990年の正確な空き家・空き店舗数は
把握できないが，市役所支所，商工会，商店街の
商店への聞き取りによると，当時空き家・空き店
舗はほとんど存在しない状況であったという．こ

第４表　ご城下通りとその周辺における土地
利用の用途別区画数（2018年）

� （現地調査より作成）
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第７図　ご城下通り商店街における土地利用図（2018）
� （現地調査より作成）
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れらのことからも，研究対象地域全体での商店数
の減少が顕著であり，商業機能は衰退傾向にある
ことがわかる．
地区別にみると，中部では店舗数が81軒から56
軒（69％）に減少し，北部では49軒から20軒（41％）
に，南部では29軒から８軒（28％）に減少した．
つまり，商店数の減少はご城下通りの裏通りにあ
たる北部と南部で商業の衰退が顕著であった．
次に居住機能に着目すると，北部および南部で
は，住宅がそれぞれ10あるいは13区画減少してお
り，３区画のみの減少に留まった中部に比べて住
民の減少が顕著であることが示唆される．なお，
その他の農地，空地・工事中，駐車場，倉庫の合
計区画数および公共施設・宗教施設の区画数も変
動したが，これらの変動幅は小さい．

Ⅲ－２　商業機能の変容
本節では，ご城下通り沿いの中部に位置する調
査協力が得られた店舗への聞き取り調査（2018年
５月）に基づいて，より詳細に商業特性の変容を
分析する．

１）商店街の商業特性
第６表には，各商店の店舗属性，経営者，主要
顧客を示した．店舗属性にあたる業種，取扱商品・
サービスをみると，菓子・土産物，加工食品販売
（茶・粉・製麺），衣類・呉服・靴，メガネ・時計・
貴金属などの専門店が多いことがわかる．一方で，
食品スーパー，八百屋，肉屋，魚屋など生鮮食品
を扱う店舗が存在しない．2004年時点では霜町に
食品スーパーの「北條ストアー」があり２），また
2018年４月ごろまで高砂町に食品スーパーの「ヤ
マザキショップ」が立地したが，いずれも閉業し
た．人口減少の進んだ高遠町内の消費の少なさに
加えて，ご城下通り商店街から車で約５-10分程
度のバイパス沿いに，地元大手資本の大規模スー
パーの立地が影響したと考えられる．また，高遠
町では「高遠そば」が名物であり，商店街にも蕎
麦屋が３軒立地する．
歴史の古いご城下通り商店街では，明治時代か
ら昭和時代にかけて開業し，建物や土地の所有権
が家族によって代々引き継がれている商店が大部
分を占める．これらの商店は店舗兼住宅の傾向が
ある．
経営者の年齢は30代が１名，40代が４名，50代
が５名，60代が７名，70代が４名，80代が３名，
90代が１名とであり，経営者の高齢化が進む．ま
た，息子世代が長野県内の他地域や大都市圏に転
出する場合が多く，後継者のめどが立たない商店，
あるいは当代限りで経営を打ち切ることを決定し
た商店が多数を占める．したがって，ご城下通り
商店街では，今後も商店数の減少が続くことが予
想される．

２）商店の類型
Ⅰで述べたとおり，顧客層を地元住民から観光
客へと移行拡大することで，商店街の活性化を目
指す事例が全国各地でみられる．そこで本節では，
ご城下通り商店街における商業機能の特徴を把握
するために，経営者と顧客が地元住民であるか観
光客であるかによって，ご城下通り商店街の各商
店の類型化を試みた（第６表）．

第５表　ご城下通りとその周辺における土地
利用の用途別区画数（1990年）

注１）店舗・事業所兼住宅と店舗・事業所の，また
農地，倉庫，空地・工事中の判別が困難であっ
たため，第４表では区別せずに集計している．

注２）また，空き家・空き店舗の集計はしていない．
（『Ｊ・Ｐ・Ａの住宅詳細図 �
伊那市・高遠町・長谷村・�
南箕輪村 1990』より作成）
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第６表　ご城下通り商店街における各商店の経営形態

注１）「業種」の記号は第７図の凡例を参照．
注２）「－」は不明であることを示す．
注３）「後継者」の「△」は子息が幼い，店舗経営状況が見通せないなど，意思決定しかねていることを示す．
� （現地調査より作成）
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具体的には，2000年代以前から研究対象地域に
居住する住民によって経営される商店のうち，長
野県内の客を主な顧客とする商店をグループＡ，
長野県外の客を主な顧客とする商店をグループＢ
として分類した．なお，ご城下通り商店街には，
高遠町の事業所を主な顧客とする商店やインター
ネット通販に特化した商店も存在するが，顧客や
売り上げが高遠町の外部から流入するかどうかを
考慮し，前者をグループＡに，後者をグループＢ
に含めた．また，研究対象地域の外部から2000年
代以降に流入した移住者によって経営されている
商店をグループＣとした．グループＣに含まれる
店舗は，長野県内と県外の両方から集客する事例
が多いため，顧客の居住地のさらなる分類はしな
い．

（１）グループＡ
長野県内と高遠町住民を主な顧客層とするグ
ループＡには，全店舗の半数以上を占める19軒の
店舗が含まれる．古い開業時期，住宅兼店舗の形
態，自身の土地所有など当地域の典型的な性質を
持つ店舗である．
グループＡに属する店舗は，経営者の高齢化が
顕著であり後継者の目処が立たない店舗が多い．
例えば，A21は製麺業を行っていたが，経営者の
高齢化，労働力の減少により製麺をやめ，麺を入
荷してそれを販売する形態となっている．このよ
うに高齢化や収入の減少に伴う事業の縮小が，多
くの店舗で確認された．
現在は高遠町の住民の高齢化に対応した経営戦
略を取る商店が増加しており，時計の修理に対応
するA12，体型の変化などの相談を受けながら商
品を販売するA13，健康指向の高い商品を揃え，
靴の修理に力を入れるA14など，各店舗できめ細
やかなサービスが提供される．
さらに，高遠町の少子高齢化の影響は取り扱い
品目の変化にも確認される．例えば，A10は少子
化が進行する以前は子ども向け玩具も取り扱った
が，現在は扱っていない．また，A12やA15は県
立高遠高等学校の入学者を対象に，腕時計や制服

を販売することで売り上げを確保したが，現在は
これら需要はなくなったという．
グループＡに含まれる店舗の多くが衰退傾向に
ある一方で，建設用工具などを取り扱うA5は後
継者を確保しており，同じく建設用具を扱うA9
は経営者の年齢が40代と若い．この２軒は建設業
者が主な顧客であるため，高遠町の少子高齢化や
住民数の減少が売り上げの減少に結びつかず，比
較的安定した経営の継続が予想される． 

（２）グループＢ
グループＢには，土産物販売業，飲食業，宿泊
業を営む商店が含まれ，観光客を主な顧客とする．
B1の酒屋では，店舗を訪れた観光客に対し，
経営者自身が積極的に会話をし，場合によって地
域の観光案内を行う．そのコミュニケーションが
地酒の販売等に繋がることも多いという．また，
B6，B7には，名物である高遠そばを目当てに多
くの観光客が立ち寄る．
グループＢの商店は高遠町外からの顧客をあ
る程度獲得するが，経営状態は過去に比べ悪く
なったという共通の意見を有する．例えば，菓子
店B5は，饅頭の製造を行ったが，観光客の減少，
土産物の需要の低下，従業者数の減少に伴いその
製造をやめており，グループＡの例と同様に経営
の縮小が確認された．
一方で，宿泊業を営むB2は，旧高遠町と伊那
市との合併後に友好都市である東京都新宿区の団
体が伊那市中心部に宿泊するようになり顧客を失
い，市町村合併が宿泊業経営に影響を及ぼしたと
いえる．
B3とB4は，需要の減少を理由にインターネッ
ト通販に特化した事例である．B3の前身にあた
る米屋は江戸時代に，B4は1873年に創業してお
り，両店舗の歴史は長い．両店舗が店舗・事業所
兼住宅であることからも，研究対象地域において
典型的にみられる性質を持つ店舗であったとい
える．現在，B3はインターネットで地産の農産
加工品を主に都市圏に住む人々に対して販売し，
B4は医薬品を販売する．
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（３）グループＣ
ご城下通り商店街が商店数の大幅な減少に直面
する中，2000年代後半以降，外部からの移住者に
よる新規出店がみられた．今まで商店街になかっ
たアイデアで商品やサービスを提供し，県内・外
から独自の客層を惹きつける．猫と触れ合いなが
ら飲食を楽しむことができるカフェであるC1や，
ハイセンスな陶器を販売するC3，数十種類のコー
ヒーを提供する喫茶店C4が存在する．また，ネッ
ト評価も高く洋風そばなど新たなメニュー開発に
も挑戦する蕎麦屋であるC2，９月に行われるブッ
クフェスティバルなどのなど古本を利用したま
ちづくりのキーパーソンであるC5もある．また，
グループＣに属する商店はすべて後継者が存在せ
ず所有形態が賃貸である．それゆえ，従来の商店
街の店舗の特徴であった世襲的な店舗経営の持続
性は小さい．

Ⅲ－３　商店街の変化要因
1990年から2018年までの商店数の減少，各商店
の経営状況と後継者の不在等に基づいて，ご城下
通り商店街の商業機能は大きく縮小していると言
える．以下では，こうした変化の要因について検
討を試みる．
まず第１に，高遠町内の購買力の低下が挙げら
れる．地域内の人口減少と高齢化の進展が著しく
（前掲第２図），それに伴う消費力の減少が指摘で
きる．第６表からも主要な顧客の高齢化が進んで
いることが読み取れる．地域内人口の減少を受け，
商店街での絶対的な購買量自体が減少傾向にあ
り，各店舗の経営状況の悪化につながっている．
第２に，ロードサイド型の大型店立地が挙げら
れる．これも地方の商店街衰退という全国的傾向
と同様である．まず，ご城下通り商店街から南部
へ車で５分程度のバイパス沿いに，集客能力の高
い地元資本の大型スーパーやドラッグストアなど
が設置された影響が指摘できる．それらの店舗は
大型の駐車場を備え，品揃えも零細の商店街店舗
に比べ豊富である．商店への聞き取り調査による
と，昭和期ごろまでのご城下通りでは，周辺の旧

長谷村，旧長藤村の住民の多くがご城下通り商店
街に日用品の買い物に来訪した．しかし，現在で
は訪問はほとんどなくなっているという．そうし
た周辺地域の住民の消費がアクセスに優れる大型
店でなされていると思われる．
また，ご城下通り商店街から西へ自動車で30分
弱程度のところにある旧伊那市中心部の郊外に
も，複数のロードサイド型大型店が立地する．伊
那市商工会への聞き取りによれば，多くの高遠町
の住民が旧伊那市に職場を持ち，仕事帰りに品揃
えの良い大型店で生活用品を購入するようになっ
たという．商店街では，店舗の営業終了の時刻が
早く利便性が低いことも影響した．
第３に指摘できるのは，店舗兼住宅の卓越によ
る新規参入の難しさである．既述のようにご城下
通り商店街では多くの商店が店舗兼住居である．
それゆえ，商店経営をやめた後も住宅として継続
して居住することが可能で，実際に住み続けてい
る例が多い．空き店舗の解消策として移住者によ
る商店経営の促進が期待されるが，店舗兼住宅の
形態では単一の台所やトイレしかないことや，店
舗が居間と併設されていることによる心理的抵抗
感が存在するという（商店への聞き取りによる）．
つまり，ご城下通り商店街では，今後，店舗とし
て利用できる１階の空間はあるものの，それが利
用されないままで住宅化することが増加すること
が予想される．今後，移住者による商店経営を促
進するためには，ご城下通り商店街の大部分を占
める住宅併設の店舗を改造し，住宅空間と店舗空
間を切り離すことが効果的であるのかもしれな
い．

Ⅳ　ご城下通り商店街と観光との関係

Ⅳ－１　商店の観光イベント参加
１）観光イベント参加の形態
第７表は，聞き取り調査対象店舗による観光イ
ベントへの参加事例を示す．観光イベントへの参
加形態は，（X）出店および支店での商品販売，（Y）
出店への商品・労働力の供給，（Z）実業団や町



－49－

内会などの組織単位での参加の３つの形態に区分
できる．これら３形態のうち，営利が主な目的と
なるのは（X）および（Y）である．
まず，（X）イベント内での出店については，
この形態はさくら祭りの開催時に多くみられ，高
遠城址公園内と公園周辺の駐車場が出店場所であ
る．2018年５月の聞き取り調査で確認された事例
の全てが，食品を取り扱ったものであった．土産・
菓子，特に高遠まんじゅうが主力商品で，それら
の販売が大多数を占める．また，ソースカツ丼や
ソフトクリームなど，高遠城址公園内で消費され
る食品を提供する事例も存在する．さくら祭りへ
の出店は，霜町・仲町・本町・高砂町に立地する
商店のいずれにも確認された．一方，かつては行っ
ていたが出店をやめた店舗が半数以上を占めてお
り，商店のさくら祭りへの出店は徐々に減少した．
次に，（Y）出店への商品・労働力の供給につ
いては，この形態は（X）と同様にさくら祭り開
催時のみにみられたものであり，事例数も少ない．
調査では，高遠まんじゅうを箱に詰める内職，出
店への燃料販売，出店への麺類の卸売の３事例が
明らかになったが，現在では出店および土産物販
売量の減少を理由にいずれも行われている．
最後に，（Z）実業団・町内会などの組織単位
での参加については主にご城下まつり，灯籠まつ
り，だるま市などの開催時にみられる．特に，実
業団および町内会単位での取り組みが仲町と本町
で確認される一方で，霜町と高砂町ではみられず，
観光イベントへの参加姿勢が町ごとに異なってい
た．仲町実業団の取り組みとしては，だるま市の
際に行われるだるま作りと販売，ご城下祭りの開
催時にアルプス中央信用金庫高遠支店の駐車場を
借りて出店されるかき氷やヨーヨーなどの模擬店
が挙げられる．本町実業団でも，祭りの開催時に
出店を出しており，各商店１人ずつが協力する．
実業団・町内会単位での取り組みだけではな
く，商工会女性部による桜茶の提供がさくら祭り
開催時に高遠城址公園内で実施される．ご城下ま
つりでは踊り手として参加するなど，ご城下通り
商店街の観光イベントに果たす女性の役割は大き

い．他にも，有志の婦人によって結成されたお家
母会によるハロウィンイベントの開催や，古本屋
を中心としたブックフェスティバルの開催など，
各商店は多様な組織を介して観光イベントに参加
する．

２）観光イベント参加の阻害要因
聞き取り調査の結果，さくら祭りへの参加を断
念あるいは撤退する理由は次のように整理でき
る．
第１に，高遠城址公園内に出店する際の場所賃
や支店を展開する際にかかる費用を上回る売り上
げが見込めないことである．Ⅱで示したが，さく
ら祭りの入場者数は減少し，商店がさくら祭りへ
出店しても，かつてほどの収益は得られないと認
識されている．また商店への聞き取り調査によれ
ば，この収益の減少には日本人の旅行形態の変化
も影響しているという．昭和期には，さくら祭り
を訪れた観光客が高遠まんじゅうや菓子等を職場
の友人や親族向けに何箱も購入する「土産文化」
が明瞭に存在したという．しかし，現在は祭り会
場やその近隣地区内での食べ歩きが主流になり，
購入量が減少した．また高遠支所への聞き取りに
よると，かつてはさくら祭りの期間中に観光客の
訪問が分散していた．しかし，現在はインターネッ
ト普及の結果，桜の正確な開花状況が把握できる
ようになり，最盛期の短い期間に観光客が集中す
るという．このような訪問形態の変化も，さくら
祭りでの収益の減少に影響すると考えられる．
第２に，人手不足である．ご城下通り商店街の
大多数を占める家族経営の商店の場合，減少した
収益に対応し必要最低限の従業員数で経営が行わ
れる．また，商店街の中には，次世代となる子供
を商店街外部の企業に務めさせ，自分の代で商店
を閉める決定をする経営者も存在する．そうした
商店では従業員が不足し，さくら祭りへの出店を
行うとご城下通りの店舗を休業せざるを得ない状
況になるため，出店ができない状況である．
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Ⅳ－２　伊那市における高遠町の観光の位置づけ
2008年から2018年における伊那市のまちづくり
の方針を示した伊那市総合計画３）では，「多くの

人が訪れるにぎわいのまちづくり」が掲げられ，
具体的に３年ごとの観光地利用者の延べ数，観光
消費額による数値目標が定められ，観光振興が目

第７表 ご城下通り商店街における各商店と観光イベントとの関わり

注１）「類型」の（Ｘ）は「イベント内での出店」，（Ｙ）は「出店への商品・労働力の供給」，（Ｚ）は「実業
団・町内会など組織単位での参加」を示す．

注２）「参加イベント」の「さ」は「さくら祭り」，「灯」は「灯籠まつり」，「だ」は「だるままつり」，「城」は「城
下まつり」を示す．

� （現地調査より作成）
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指されている．また，2017-2019年の観光関連の
計画である伊那市観光実施計画４）によると，観光
振興において，「山・花・食」の３つが重点柱と
して設定されている．そのうち，高遠町には「高
遠城址公園のさくら祭り・もみじまつり」，「ロー
ズガーデンのバラまつり」が該当し，「花」の観
光資源の要所である．また，高遠そばや高遠まん
じゅうといった「食」の要素も持つ．その他にも
比較的歴史が浅い旧伊那市に比べ，高遠町は歴史
的価値をもつ観光資源も持ち合わせている．実際
に伊那市観光協会ホームページの「伊那市の魅
力」５）の冒頭で紹介されるのは，高遠町であった．
伊那市観光協会への聞き取り調査によると，高遠
町の観光は伊那市全体の観光において主要な存在
であり，今後は高遠町への新たなバス路線の作成
などの交通インフラの整備が検討されているとい
う．
しかし，その目的地となる高遠町の現況をみる
と，さくら祭りと紅葉まつりが行われる高遠城址
公園，ローズガーデンといった「花」に関する観
光資源が立地する場所と，商業集積地であるご城
下通り商店街との間には物理的な距離が存在す
る．また，高遠城址公園，ローズガーデンのそれ
ぞれに駐車場が整備され，現地への主要なアクセ
スは自家用車である．バイパスの整備も重なるこ
とで高遠町での停留は年々低下しており，観光客
の商店街への流入は難しい状況にある（伊那市商
工会への聞き取りによる）．
さらに，ご城下通り商店街の店舗構成をみると，
取扱商品やサービスが観光とは関わりの小さい商
店が多い．宿泊施設は１軒のみであり，観光収入
が期待できる商店街とは言い難い．聞き取り調査
でも観光客に依存した商店は少ない状況にある．
このように市町村合併後の伊那市にとって，市
内地域で主要な観光資源を有する高遠町は重要視
されているが，実際の高遠町の商業機能は衰退し
つつあり，観光による利益の享受が難しい状況に
あることが浮き彫りになった．

Ⅴ　おわりに

本研究の目的は，伊那市高遠町のご城下通り商
店街の商業機能の変容とさくら祭りを中心とした
観光との関係性を明らかにすることである．その
結果，以下のことが明らかになった．
第１に，伊那市全体の観光推進において，主に
花と歴史に関する観光資源を有する高遠町は，市
の観光振興政策において重要な存在として位置づ
けられている．しかし，高遠町を代表する観光資
源として長年機能してきたさくら祭りは，入場者
数が減少傾向にある．つまり，サクラの高齢化が
進む中で，開花状況によって集客が異なる点が顕
在化し，さくら祭りは不安定な観光資源であった．
第２に，研究対象地域であるご城下通り商店街
では空き店舗が増加しており，その傾向は商店街
の裏通りにあたる北部と南部で顕著であった．一
方，ご城下商店街沿いの中部では，裏通りに比べ
商業機能が持続するものの，今後の経営継続の意
向がない商店が多く存在し，特に地域住民を相手
に商業を営む伝統的な店舗形態でその意向が乏し
かった．こうした商店街の縮小要因としては，全
国的な動向と同様に人口減少・高齢化による購買
力の低下，ロードサイド型の大型店の登場などが
指摘できる．
第３に，商店街の各店舗とさくら祭りの関係性
が変容しつつあることが明らかになった．以前は
商店街の店舗がさくら祭りへ積極的に出店してい
たが，環境保護等の観点から出店数が大幅に減少
した．また，その後は来訪者数の減少に伴う収益
の減少，店舗の労働力の減少などの理由によりさ
くら祭りへの出店を取りやめる店舗が増加し，ご
城下通り商店街の店舗とさくら祭りの関係性は希
薄化が指摘した．
伊那市全体で主要な観光資源を有する高遠町
は，伊那市の観光振興の方針をもとに伊那市観光
の重要な地域である．しかし，その観光消費の場
となるはずのご城下商店街の商業機能は衰退傾向
にある．また，商店がそもそも観光収入と直接的
に結びつきの強い業種ではない点，観光資源との
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物理的な距離が存在することから，観光振興に
よって商店街の店舗における消費拡大はあまり期
待できない．
現在，衰退する商店街への対応策として，観光
振興が全国各地で盛んに取り組まれている．そこ
では街並み整備がなされ，街道などを徒歩で楽し
む景観が好まれているように思われる．高遠町も

こうした方向も一つの選択肢であろう．商店街の
魅力向上を通じて，商店街に人びと，特に観光客
を来訪させるような仕組みづくりが必要である．
その際，他地域にはない高遠町の独自性を活用す
るならば，城下町の特性であろう．こうしたまち
づくりが今後の持続性につながると考えられる．

本研究の調査に際して，伊那市観光協会，伊那市商工会，伊那市高遠総合支所商工観光課，そしてご城
下通り商店街の多くの方々に多大なるご協力を頂きました．記して，お礼申し上げます．

［注］
１）土地利用の復元には『Ｊ・Ｐ・Ａの住宅詳細図 伊那市・高遠町・長谷村・南箕輪村 1990』を利用した．
２）『Ｊ・Ｐ・Ａの住宅詳細図 高遠町・長谷村2004』による．
３）『第一次伊那市総合計計画』https://www.inacity.jp/shisei/sogokeikaku/dai1jisogokeikaku.files/
dai1jisogokeikaku01.pdfによる．（最終閲覧日2018年12月18日）

４）『伊那市観光実施計画』https://www.inacity.jp/shisei/kakushuplanshiryo/nogyo_noringyo/174kake2017�
0216.htmlによる．（最終閲覧日2018年12月18日）

５）『伊那市観光協会ホームページ「伊那市の魅力」』https://inashi-kankoukyoukai.jp/contents/archives�
/26710による．（最終閲覧日2018年12月18日）
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